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第 77 回分析化学討論会（京都，2017)

―異分野との融合から生まれる新しい分析化学―
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はじめに
第 77 回分析化学討論会が，2017 年 5 月 27 日（土）・

28 日（日）に龍谷大学深草キャンパス（京都市伏見区）
を会場にして開催されました。龍谷大学は，浄土真宗を
建学の精神としており，寛永 16 年（1639 年）に西本願
寺境内に設置された学寮を起源とする日本で最も長い歴
史を有する大学です。その発祥の地である大宮キャンパ
ス（京都市下京区）には明治 12 年（1879 年）につくら
れた本館などがあり，それを含めた四つの建造物は，初
期西洋建築の貴重な建築物として重要文化財に指定され
ています。龍谷大学のメインキャンパスが，本討論会の
会場となった深草キャンパスです。その他に，理工学部
や農学部がある瀬田キャンパス（滋賀県大津市）があり，
現在では三つのキャンパスに 9 学部 1 短期大学 9 研究
科を有する総合大学となっています。毎年 5 月に開催
される討論会の会場は，例年 9 月に開催される年会と
同様に全国 7 支部を巡回しておりますが，京都での開
催は京都大学理学部における第 18 回（1961 年 11 月）
以来で，実に 56 年ぶりとなりました。

深草キャンパスには，JR 奈良線稲荷駅（徒歩約 12
分），京阪本線深草駅（徒歩約 7 分），京都市営地下鉄
烏丸線くいな橋駅（徒歩約 7 分）の三つの最寄駅があ
り，いずれからでも京都駅から 20 分以内で着くことが
できます。学会開催時の天気も心配しておりましたが，
両日とも非常に良い天気であり，また気温もそれほど高
くならず最適な日和でした。会場がコンパクトにまと
まって便利であり，教室も設備もきれいで使いやすかっ
たとお褒めの言葉を頂戴しました。

本討論会への登録参加者は 725 名，一般公開への市
民の参加は 50 名，懇親会への有料参加者は 261 名でし
た。予約された方が少なく心配しておりましたが，当日
参加登録の方が多くあり，最終的には予想を超える方々
にご参加いただきました。講演申込数は 420 件でした
が，その後 2 件がキャンセルされ，最終的な講演数は
418 件となり昨年に比べ 6 件増えました。内訳は，一般
講演 120 件，一般ポスター 64 件，若手ポスター 117
件，テクノレビュー 2 件，産業界 RD 紹介（産業界
交流）ポスター 20 件，主題討論 95 件（依頼講演60
件，一般講演35 件）です。昨年の第 76 回分析化学討
論会（会場岐阜薬科大学）では，主題討論（11 件）
を充実されており，発表件数および参加者数が大きく増
加したとお聞きしました。何とかその流れを引き継ぎた
いと考えましたが，主題討論のテーマが 8 件（その内，
一般公開が 2 件）で，およそ 50 件の発表が主題討論か
ら一般発表へ移動し全体の件数はほとんど変わらないと
いう結果となりました。主題討論は，まず実行委員会で
主題討論要領を検討し，一般公募しました。実行委員か
らも応募があり，応募された 8 件をそのまま採用する
ことになりました。本討論会の全体的なテーマは，主題
討論が出揃ったところで議論し，「異分野との融合から

生まれる新しい分析化学」に決定しました。これは，昨
年のテーマが「分析化学の未来を展望する」であったた
め，それを引き継いでさらに発展させる意味合いで，

「異分野」「新しい」などのキーワードからまとめたもの
です。以下，項目別に内容と実施状況を紹介します。

1 主題討論
主題討論は一般公開の 2 件を含め 8 件となり，申し

込み順より番号付けを行いました。関連する発表と時間
が重なったこともあり，一部の会場で聴衆が少ない会場
もありましたが，ほとんどは多くの方々が参加され活発
な議論がなされました。いままでにない主題討論テーマ
が設定されたことにより，新しく日本分析化学会に入会
された依頼講演者もありました。異分野の方が加わるこ
とにより，新しい分析化学が生まれ発展することが期待
されます。また，一般公開で行われた 2 件の主題討論
は，いずれも盛況でした。No. 7 は分析化学において重
要な実験データの扱い方に関する講習会であり，No. 8
は「京都らしい」というキーワードから提案されたテー
マです。今後もこのような活動が継続されることを望み
ます。

No. 1 DNA から見える世界～生物を通じて環境を
測る〔オーガナイザー：山中裕樹・龍谷大理工（代表
者），青木 寛・産業技術総合研究所〕

近年 DNA の新しい検出法が多数開発され，簡便・高
精度な分析が可能になってきました。そこで，「DNA
から見える世界」と題して，DNA の新規検出法開発の
研究者および水中や土壌中に含まれる生物由来の DNA

（環境 DNA）を分析対象とする研究者が集い，この新
しい研究分野のさらなる展開を探るために企画されまし
た。27 日 13：30～17：05 D 会場において，9 件の依
頼講演と 1 件の一般講演が行われました（最大聴衆数：
69 名）。

No. 2 次世代医療を見据えた生体高分子分析の最前
線〔オーガナイザー：山本佐知雄・近畿大学薬学部（代
表者），蛭田勇樹・慶應義塾大学薬学部〕

分子量が大きく構造が複雑な次世代医療の開発など次
世代医療を見据えた社会的ニーズにおいて解決しなけれ
ばならない問題があります。そこで，糖鎖，タンパク
質，核酸等の分析技術についての最新動向と将来展望を
踏まえた活発な討論を行う場として企画されました。
28 日 9：00～15：40 D 会場において，5 件の依頼講
演と 5 件の一般講演が行われました（最大聴衆数：69
名）。

No. 3 次世代分離システムの構築を目指して〔オー
ガナイザー：岡本行広・大阪大学大学院基礎工学研究
科，大城敬人・大阪大学産業科学研究所〕

分離システムは安全安心かつ豊かに暮らすために必須
のテクノロジーですが，この発展には複数および異分野
研究の融合・協力が不可欠です。そこで，本討論が次世
代の分離システム構築の契機となることを目指して企画
されました。27 日 10：05～16：20・28 日 10：00～
14：40 E 会場において，9 件の依頼講演と 6 件の一般
講演が行われました（最大聴衆数：50 名）。

No. 4 X 線を利用した有機材料の先端分析〔オーガ
ナイザー：村松康司・兵庫県立大学工学研究科〕

近年の放射光技術の発展と産業界への普及にともな
い，放射光軟 X 線を利用した先端的手法が急速に有機
材料のキャラクタリゼーションへと利用されています。
主題討論として，X 線分析分野と有機材料分野の融合
による新展開を目指して企画されました。28 日 11：05
～15：30 F 会場において，4 件の依頼講演と 2 件の一
般講演が行われました（最大聴衆数：60 名）。

No. 5 分野を横断して活きる電気分析化学〔オーガ
ナイザー：前田耕治・京都工芸繊維大学分子化学系（代
表者），1) 安川智之・兵庫県立大学大学院，2) 八谷宏
光・東亜 DKK，3) 丹羽 修・埼玉工業大学，4) 永谷
広久・金沢大学理工学部，5) 山本雅博・甲南大学理工
学部〕



433

講演会場

若手ポスター発表

イブニングセッション

企業展示会

433ぶんせき  

広範な分野で活用されている電気分析化学について，
1) バイオ・バイオミメティック，2) 実分析への応用，
3) 新しい電気化学の場・極限環境，4) 他の分析法と
のハイブリッド，5) 電気化学の理論・計算・方法にわ
たって総合的に議論する場を設けました。27 日 9：30
～17：10・28 日 9：00～15：30 E 会場において，10
件の依頼講演と 13 件の一般講演が行われました（最大
聴衆数：27 名）。

No. 6 品質保証を支える分析技術〔オーガナイ
ザー： 幸一・大阪市立大学（代表者），千葉光一・
関西学院大学〕

メイド・イン・ジャパンと銘打った製品は国際的に高
い評価を得ています。その高品質・高信頼性を支えてい
るのは，製品開発や製造工程で利用される分析技術で
す。各種製品の品質保証にかかわる分析機器の適用例，
標準物質の開発や国際標準化について，材料・バイオ・
製薬・食品などの広い分野から講演を募り，課題を明ら
かとし，解決に向けた方向性を探るために企画されまし
た。27 日 9：30～15：45・28 日 9：00～11：05 F 会
場において，6 件の依頼講演と 7 件の一般講演が行われ
ました（最大聴衆数：60 名）。

No. 7 分析化学における実験データの正しい扱い方
（一般公開）〔オーガナイザー：山本雅博・甲南大学理工
学部〕

日本分析化学会近畿支部では，実験データを正しく扱
うために必要なことを学ぶ講習会を 2007 年から継続し
て開催しています。本シンポジウムでは，教育・研究と
の関連の紹介や問題提起を行っていただき，参加者で議
論することを目的に企画されました。27 日 9：30～
15：25 J 会場において，6 件の依頼講演と 1 件の一般
講演が行われました（最大聴衆数：110 名）。

No. 8 お酒の科学（一般公開）〔オーガナイザー：
加納健司・京都大学農学部（代表者），三宅司郎・堀場
製作所〕

本討論会が開催された伏見区は日本酒の産地として有
名であり，多くの酒造メーカーが日本酒の品質向上を目
指して，成分分析や製造管理の技術開発を行っていま
す。京都の食文化や歴史的な背景も含めて議論する場を
設ける目的で企画されました。なお，この主題討論は依
頼講演だけとし，一般講演は募集しませんでした。27
日 9：45～15：00・28 日 10：00～14：30 I 会場にお

いて，11 件の依頼講演が行われました（最大聴衆数：
50 名）。

2 一般講演（口頭とポスター発表）・若手ポス
ター・産業界 R＆D 紹介ポスター・イブニング
セッション

一般講演（口頭発表 120 件）は，両日ともに主に A,
C, G, H 会場の 4 会場で行われました。講演分類では，
23：界面・微粒子分析（液液系，固液系，ナノ粒子，
SPM など）が 15 件，01：原子スペクトル分析（ICP
MS を含む）と 07：電気化学分析が 11 件，04：X 線分
析・電子分光分析，24：宇宙・地球に関する分析化学

（天体，大気，河川・海洋，土壌など）と 29：バイオ分
析（核酸，遺伝子，タンパク質，細胞，イムノアッセイ，
POCT など）が 10 件と多く，最近の分析化学における
研究動向の一端を表しています。A, C, G, H 会場の会
場報告書を抜粋して次に記します。A 会場：聴衆数：
35 名程度，活発なセッションもあったが，主題討論
No. 5 と講演時間が重複し人数が少ないときもあった。
C 会場：聴衆数：40 名程度，ワイアレスマイクの電源
が切れ，ハンドマイクで対応した。G 会場：聴衆数：
50 名程度，すべて順調で問題なし。H 会場：聴衆数：
35 名程度，問題なし。

また，若手ポスター（117 件）は，27 日 10：45～12：
15，12：30～14：00 に 2 交代で主会場の 22 号館に隣
接した 3 号館地下 1 階食堂を会場にして行われまし
た。会場が比較的広いため，スペースを十分とってポス
ターボードを配置したつもりでした。しかし，いざポス
ター発表が始まると多くの方が会場に来られたため，ポ
スターから次のポスターへの移動が困難なところも生じ
ました。また，この後で引き続き産業界 R＆D 紹介ポス
ター（20 件）を同じポスターボードを用いて行ったた
め，ポスターを急いで貼り替えていただく必要がありま
した。発表される方々には，ご苦労をおかけしました。
なお，産業界 R＆D 紹介ポスターは一般にも公開され，
学生を含めた会員外の方々の参加がありました。それぞ
れの会社の研究・開発の状況の説明だけでなく，就職に
ついての相談にものっていただけ，双方にとってよい機
会となったようです。一般講演（ポスター発表 64 件）
は 28 日 10：45～12：15 と 12：30～14：00 に若手ポ
スターとほぼ同じように行いました。若手ポスターに比
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べて発表件数がおよそ半分でしたので，スペース的に余
裕があったと思われます。なお，若手ポスターについて
は，特に優れた発表者に対し 6 件の若手ポスター賞，6
件の業界シンポジウム若手ポスター賞を授与しました。

伏見酒造組合とのコラボレーションにより，本討論会
ではイブニングセッション（学会参加登録者のみ，無料）
を 27 日 15：30～17：30 に主会場の 22 号館に隣接した
4 号館地下食堂で催しました。伏見酒造組合に加わって
おられる月桂冠総合研究所所長の秦氏のご協力を得て，
盛大に行うことができました。伏見での酒造の歴史など
の展示と共に 17 社それぞれのご自慢の銘酒を出品して
いただきましたので，会場を訪れた方々はそれらを少し
ずつ利き酒していただき存分に楽しまれたことと思いま
す。始めはアナウンス不足で出足が少し悪かったもの
の，時間が経過するにつれて人が集まり出し，懇親会ま
での間に依頼講演をして頂いた非会員の先生方と会員と
の交流の場とすることができました。

3 テクノレビュー・企業展示会・ランチョンセミ
ナー・女性研究者ネットワークセミナー

テクノレビューは，講演分類 01：原子スペクトル分
析（ICPMS を含む）の口頭発表が 1 件，講演分類 10：
有機微量分析（元素分析を含む）のポスター発表が 1
件行われました。ポスター発表は，一般講演（ポスター
発表）と同じ会場で同時刻でした。付設展示会は，両日
にわたりポスター会場と同じ 3 号館地下食堂で行いま
した。機器展示・書籍販売およびカタログ展示を含めて
18 ブースを設置しました。会場入口付近には受付と休
憩所を設け，通路両側に展示用の机とパネルを置き，中
央の通路に机と椅子を並べました。それらの奥側がポス
ター会場ですので，多くの方々が付設展示会に足を踏み
入れられたものと思います。

ランチョンセミナーは，27 日に 4 件，28 日に 1 件あ
り，それぞれの会場で 12：00～12：50 に行われまし
た。会場となった教室が広いため，各社はかなりの多く
の参加者があっても対応できるようにご準備いただきま
した。しかし，若手ポスター発表の時間と重なったため，
27 日の 2 階の 2 会場にはかなりの空きが見られまし
た。両日の件数の配分とポスター発表の時間との調整に
ついては，検討の余地があると思われます。

第 10 回女性研究者ネットワークセミナーが，27 日
16：30～17：30 に行われました。お茶とお菓子が提供

され，和やかな雰囲気の中で京都電子工業株式会社係長
倉内奈美氏にお話しいただきました。企業および大学な
どの研究機関で，女性が働きキャリアを形成する上での
困難なことや問題点が議論されました。

4 懇親会
27 日の 18 時から，22 号館地下 2 階の生協食堂にお

いて，懇親会を開催しました。招待客を含めて，300 名
を越える方にご参加いただきました。これまでは学会会
場近くのホテルを利用することが多かったのですが，今
回は講演会場と同じ建物ですのですぐに移動することが
できたと思います。参加される方々の集まりが順調で，
会場設営が完了するまで入口で少しお待ちいただくこと
になりました。隣接したイブニングセッション会場から
直接移動され，既にかなりのお酒を飲まれている方もお
られました。まず，私が本討論会の実行委員長として挨
拶させていただき，続いて日本分析化学会会長の岡田哲
男先生，来賓として龍谷大学学長の入澤 崇先生のご挨
拶をいただきました。伏見酒造組合のご協力により壇上
に大樽を三つそろえていただき，来賓の方々と用意され
た法被を着て杵を持って，景気よく鏡開きを行いまし
た。なお，この鏡開きには，京都文化交流コンベンショ
ンセンターの助成金を利用させていただきました。加納
健司先生のご発声で日本酒による乾杯を行っていただ
き，会食および懇談が始まりました。しばらくして，今
後開催される学会の実行委員長お二人からのご挨拶とな
りました。第 66 年会実行委員長として宮村一夫先生

（東京理科大学），第 78 回討論会実行委員長として中山
雅晴先生（山口大学）です。それから，日本学生吹奏楽
コンクールで金賞を受賞している龍谷大学吹奏楽部 32
名の演奏がありました。中年世代にはいずれも懐かしい
4 曲を演奏してもらい，会場もかなり盛り上がりまし
た。その後で，12 名の若手ポスター賞（6 件）と産業
界シンポジウム若手ポスター賞（6 件）の受賞者を発表
し，それぞれの方に賞状と賞品をお渡ししました。楽し
い時間はすぐに過ぎるといいますが，間もなく終了の時
間が近づき，近畿支部長の 幸一先生の閉会の辞をい
ただきました。最後には，近畿支部では恒例の大阪締め
を，紀本電子工業株式会社取締役社長の紀本岳志氏にご
指導いただき，全員で行いました。司会のお二人の準備
が万端であったお陰で，定刻の 20：00 丁度に終了しま
した。

天候にも恵まれて大きな問題は起こらず，無事に 2
日間の討論会を終えることができました。託児所を設け
る準備をしておりましたが，事前の申込がなく中止しま
した。クロークは，27 日に 50 件，28 日に 136 件の利
用がありましたが，これについてもトラブルは全くあり
ませんでした。28 日お昼に次期討論会の実行委員会の
方々との引継ぎ会を行い，行程表やマニュアルなどの資
料をお渡しするとともに，運営での問題点や苦労したこ
とをお伝えしました。これからの討論会が，今回以上に
益々活発になることを期待しております。本討論会は新
旧お二人の近畿支部長の強力なリーダーシップの元で運
営され，多くの支部幹事の方々に実行委員として加わっ
ていただきました。全員の方が非常に協力的で，それぞ
れ熱心に活動されました。その中で，特に総務責任者の
白井 理先生には，二年近くの長い期間にわたり懸命に
ご尽力くださいました。ここに，紙面をお借りして，お
世話になりました皆様方に心よりお礼申し上げます。

〔龍谷大学理工学部 藤原 学〕


